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¬
一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！
」
…
下
校
時
の
交
差
点

で
我
が
耳
に
飛
び
込
ん
だ
の
は
、

修
了
式
の
前
日
で
し
た
。
白
岡
東

小
応
援
団
の
私
た
ち
に
児
童
か
ら

お
礼
の
ひ
と
こ
と
で
し
た
。
高
齢

の
爺
は
驚
き
、
こ
れ
は
？ 

ご
家
庭

で
の
教
え
か
？ 

学
校
の
指
導
？
そ

れ
と
も
自
発
的
？
…
か
と
。

　

東
小
応
援
団
の
見
守
り
隊
は
有

志
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
れ
ぞ
れ
が

担
当
の
通
学
路
で
安
全
を
見
守
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
教
え
ら
れ

る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
〝
あ
い
さ
つ
〞 

も
そ
の
ひ
と
つ
で

と
て
も
嬉
し
く
、
見
守
る
と
は
言

え
私
た
ち
は
、
逆
に
子
ど
も
た
ち

か
ら
〝
パ
ワ
ー
と
元
気
〞
を
貰
っ

て
い
ま
す
。

　

仲
良
し
に
な
れ
た
六
年
男
子
や

必
ず
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
帰
る
女
の
子
、

学
校
行
事
な
ど
で
互
い
に
気
づ
き

合
図
を
く
れ
た
こ
ど
も
た
ち
も
卒

業
し
ま
し
た
。
入
学
し
た
と
お
も

っ
た
ら
も
う
五
年
生
？
弟
が
二
年

生
に
。
週
末
は
重
い
荷
物
を
交
代

で
持
ち
、
工
作
の
作
品
を
自
慢
す

る
子
、
髪
型
の
変
化
を
ク
イ
ズ
で

私
を
悩
ま
せ
た
女
の
子
、
会
話
は

短
く
て
も
そ
の
行
動
は
孫
の
よ
う

に
可
愛
く
、
私
た
ち
を
癒
し
の
境

地
に
誘
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

今
年
東
小
に
72
名
、
篠
中
１
４

３
名
、
白
岡
高
校
に
１
９
９
名
、

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
通
っ
て
い

ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
学
校
生
活
に
も

慣
れ
て
、
親
し
み
も
芽
生
え
る
頃
。

小
・
中
・
高
校
を
合
わ
せ
て
１
５

２
８
人
の
児
童
生
徒
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
み
ん
な
次
代
を
担
う

大
切
な
宝
、
金
の
卵
で
す
。
登
下

校
で
の
見
守
り
は
〝
さ
さ
や
か
な

お
手
伝
い
〞 

と
肝
に
銘
じ
〝
家
路
を

無
事
に
、
明
日
も
元
気
で
！ 

〞

自
治
会
長　
　

浅
井　

嘉
一

自治会新役員自主防災会役員
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と
、
可
能
な
限
り
路
傍
で
見
守
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
今
の
耳
目

を
疑
う
出
来
事
を
聞
く
と
き
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
が
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
！
た

だ
ひ
た
す
ら
祈
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

　

自
治
会
役
員
も
三
年
生
で
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
は
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。
解
決
を
迫
ら
れ

る
課
題
に
も
、
前
向
き
に
対
処
す

る
所
存
で
す
。
益
々
の
ご
理
解
と

お
力
添
え
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

白
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会
第

27
回
並
び
に
自
主
防
災
会
第
１
回

通
常
総
会
が
四
月
二
十
九
日
白
岡

東
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
当
日
の
会
員
の
出
席
が
２

４
８
名
、
委
任
状
と
合
わ
せ
８
６

８
戸
の
参
加
で
あ
り
、
過
半
数
の

６
９
６
戸
を
上
回
る
事
か
ら
、
本

総
会
が
成
立
し
て
い
る
旨
の
報
告

が
仲
田
議
長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
自
治
会
の
26
年
度
活
動

報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
を

経
て
27
年
度
の
新
役
員
が
発
表
さ

れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
役
員
選
任
後
、
浅
井
会
長
よ

り
27
年
度
活
動
方
針
（
案
）
が
詳

し
く
説
明
さ
れ
、
引
き
続
き
担
当

部
長
よ
り
活
動
計
画
（
案
）、
予
算

（
案
）
の
説
明
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
自
治

会
の
通
常
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
仲
田
議
長
の
進
行

で
自
主
防
災
会
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
、
26
年
度
活
動
報
告
、
決
算

報
告
の
承
認
。
新
役
員
紹
介
後
、

折
本
自
主
防
災
会
会
長
よ
り
27
年

度
活
動
方
針
（
案
）、
事
務
局
よ
り

予
算
（
案
）
の
説
明
が
あ
り
、
こ

ち
ら
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
質
疑
応
答
で
は
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
、
最
後
に
廣
瀬
副

会
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
で
通
常
総

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

〈
自
治
会
関
連
〉

　
　

補
助
費
戻
し
入
れ
の
実
績
が

自
主
防
災
会
よ
り
あ
り
、
マ
イ
ナ

ス
実
績
に
な
っ
て
い
る
の
は
何
故

か
。

　
　

防
災
倉
庫
の
設
置
に
時
間
を

要
し
、
新
規
購
入
を
予
定
し
て
い

た
「
車
椅
子
」
や
「
担
架
」
の
機

材
を
購
入
し
な
か
っ
た
為
。

　
　

消
耗
品
費
の
コ
ピ
ー
機
関
係

費
用
は
高
く
な
い
か
。

　
　

リ
ー
ス
代
と
コ
ピ
ー
用
紙
代

で
、
月
々
の
役
員
会
・
部
会
資
料
、

自
治
会
回
覧
物
、
配
布
物
で
使
用

し
て
い
る
。
コ
ピ
ー
単
価
も
事
務

局
の
交
渉
で
下
げ
て
い
る
。

　
　

C
A
T
V
の
予
算
未
執
行
の

理
由
は
な
に
か
。

　
　

既
存
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社

と
の
契
約
終
了
に
伴
う
新
会
社
選

定
に
時
間
を
要
し
、
本
来
計
画
し

て
い
た
機
器
入
替
え
が
、
期
を
跨

ぐ
結
果
と
な
っ
た
為
。
27
年
度
内

に
執
行
予
定
。

　
　

高
齢
者
の
割
合
が
増
加
し
て

き
て
い
る
。
今
後
如
何
に
健
康
で

あ
る
べ
き
か
と
い
っ
た
事
を
、
自

治
会
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　

貴
重
な
ご
意
見
に
感
謝
し
ま

す
。
新
役
員
会
で
の
検
討
課
題
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

班
会
議
で
出
た
要
望
に
つ
い
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新
部
長
の
挨
拶

事
業
部
長

田
尾　

豊

広
報
部
長

甘
利　

和
代

て
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
欲
し

い
。

　
　

行
政
へ
の
要
望
が
多
く
、
重

複
し
て
い
る
要
望
も
あ
る
。
行
政

絡
み
の
要
望
は
、
殆
ど
が
予
算
不

足
で
満
足
の
い
く
結
果
が
得
ら
れ

て
い
な
い
。
個
別
に
該
当
班
長
に

フ
ィ
ー
ド
し
て
い
る
が
、
全
体
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
は

今
後
検
討
し
た
い
。

　
　

現
在
自
治
会
役
員
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
が
、
今
後
「
役
員
報
酬
」

な
ど
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　

他
の
自
治
会
に
は
報
酬
も
あ

る
と
聞
く
が
、
当
自
治
会
で
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

〈
自
主
防
災
会
関
連
〉

　
　

要
援
護
者
へ
の
対
応
は
ど
の

様
に
決
ま
っ
た
の
か
。

　
　

防
災
倉
庫
設
置
等
で
市
役
所

と
の
調
整
が
あ
り
、
要
援
護
者
対

応
は
遅
れ
て
い
る
。
本
日
の
総
会

終
了
後
に
、
要
援
護
者
と
支
援
者

へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
等
を
含
め

た
対
応
策
を
協
議
し
決
定
し
た
い
。

　
　

自
主
防
災
会
予
算
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
と
あ
る
が
、「
保
存
版
」

を
作
成
し
て
欲
し
い
。
具
体
的
に

は
避
難
場
所
は
ど
こ
か
。
避
難
場

所
に
保
存
食
は
あ
る
の
か
、
な
い

の
か
。
な
い
の
な
ら
、
最
低
限
必

要
な
保
存
食
は
何
か
、
何
日
分
必

要
な
の
か
と
い
っ
た
内
容
を
盛
り

込
ん
で
欲
し
い
。

　
　

作
成
時
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

事
業
部
副
部
長
と
し
て
、
昨
年

一
年
間
自
治
会
行
事
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
多
く
の

班
長
の
皆
様
の
ご
努
力
に
よ
り
、

こ
の
街
の
ふ
れ
あ
い
が
実
現
さ
れ
、

心
地
良
い
一
時
を
楽
し
め
る
こ
と

に
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
思
う

気
持
ち
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
加
速
す
る
、
高
齢
化

社
会
の
あ
る
べ
き
姿
の
先
駆
け
的

存
在
の
街
に
し
た
い
で
す
ね
！
（
県

下
一
位
の
住
み
や
す
い
街
で
す
か

ら
）

　

経
験
未
熟
で
す
が
、
事
業
部
長

と
し
て
、
自
治
会
行
事
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
誇
り
を
も

っ
て
、
一
生
懸
命
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
広
報
部
の
一
員
と

し
て
活
動
さ
せ
て
頂
き
、
住
み
良

い
街
づ
く
り
の
た
め
に
日
々
尽
力

さ
れ
て
い
る
方
々
の
姿
を
間
近
に

見
て
、
微
力
な
が
ら
お
役
に
立
て

れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

広
報
部
で
は
、「
自
治
会
だ
よ
り
」

「
自
主
放
送
（
11 

ch
）」「
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
、
迅
速
で
わ
か
り

や
す
い
情
報
伝
達
を
心
掛
け
て
い

き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

は
、
引
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

の
ご
協
力
を
仰
ぎ
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
人
々
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
の
街
で
、
多
く
の

方
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
い
ろ
い

ろ
と
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
の
お

力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

質疑応答
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＊
退
任
役
員
の
挨
拶
＊

　

前
事
業
部
長　
　

辻
川　

和
広

　

前
広
報
部
長　
　

藤
田　

大
祐

退任役員の皆様、お疲れ様でした。総会出席のみなさんへ花苗のプレゼント。

　

事
業
部
の
仕
事
は
、
夏
祭
り
盆

踊
り
大
会
、
冬
の
青
空
市
・
趣
味

の
作
品
展
、
廃
品
回
収
で
す
。

　

年
配
の
班
長
さ
ん
も
多
い
中
、

夏
祭
り
の
屋
台
運
営
な
ど
は
、
熱

中
症
を
心
配
し
な
が
ら
大
変
な
仕

事
で
し
た
が
、「
子
供
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
し
て
く
れ
て
良
か
っ
た
」

と
い
う
、
反
省
会
で
の
班
長
さ
ん

達
の
言
葉
に
元
気
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
こ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
、
子
供

達
に
と
っ
て
「
ふ
る
さ
と
」
で
す
。

ふ
る
さ
と
の
記
憶
と
し
て
事
業
部

の
活
動
も
貢
献
で
き
た
と
し
た
ら
、

光
栄
に
感
じ
ま
す
。

　

事
業
部
で
の
活
動
を
通
じ
て
、

沢
山
の
班
長
さ
ん
や
役
員
の
方
々

に
お
世
話
に
な
り
、
勉
強
の
二
年

間
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
白
岡
に
移
り
住
ん
で
三
年
も

経
た
な
い
う
ち
に
、
役
員
枠
の
抽

選
に
当
た
り
、
自
治
会
の
活
動
内

容
も
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
二
年

間
役
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
活
動
に
参
加
す
る
事
で
、

自
治
会
の
活
動
が
様
々
な
方
々
の

御
協
力
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
町
内
の
知

り
合
い
も
増
え
、
様
々
な
経
験
が

出
来
た
こ
と
は
貴
重
な
財
産
と
な

り
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
や
青
空
市
な
ど
で
撮
影

し
た
写
真
だ
け
で
な
く
、
動
画
を

11 

ch
で
放
映
す
る
活
動
や
、
自
治

会
だ
よ
り
で
は
、
出
来
る
限
り
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。
特
に
11 

ch
で
は
イ
ベ
ン
ト
当
日
中
に
放
映

す
る
こ
と
で
、
写
真
や
文
字
だ
け

で
は
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

楽
し
さ
や
臨
場
感
を
伝
え
る
こ
と

が
出
来
た
と
し
た
ら
、
幸
い
で
す
。

　

御
支
援
・
御
指
導
を
い
た
だ
き

ま
し
た
役
員
、
班
長
の
皆
様
に
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

民
生
・
児
童
委
員

　

一
丁
目　
　
　

川
島　

勉

　

二
丁
目
東
側　

桃
井 

身
代
子

　

二
丁
目
西
側　

川
上　

誠
次

　

三
丁
目
東
側　

飯
塚　

牧
三

　

三
丁
目
西
側　

児
玉　

操

主
任
児
童
委
員

　

篠
津
中
学
校　

校
区　

　
　
　
　
　
　
　

冨
廣　

容
子

行
政
区
長

　

一
丁
目　
　
　

氏
林　

浩
一

　

二
丁
目　
　
　

野
呂　

典
子

　

三
丁
目　
　
　

浅
井　

嘉
一

　

平
成
二
十
七
年
度
、
次
の
方
々

で
す
。

公
的
委
員
に
つ
い
て

退任役員の挨拶・公的委員について
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外来植物の除草作業カツオドリの親子

　

東
京
か
ら
南
に
約
１
，
０
０
０

キ
ロ
、
小
笠
原
諸
島
は
、
約
30
の

島
々
か
ら
な
る
亜
熱
帯
の
自
然
環

境
で
す
。
東
京
都
小
笠
原
村
父
島

に
は
約
１
，
０
０
０
人
、
隣
の
母

島
は
約
５
０
０
人
が
生
活
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
１
年
に
は
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
こ

の
島
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
所
属
し
て
自
然

保
護
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ニ
ン
ブ
ル
ー
と
呼
ば
れ
る
美

し
い
海
に
は
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ
、

ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
が
生
息
し
、
日
常

観
測
が
で
き
ま
す
。
ハ
ワ
イ
や
ガ

ラ
パ
コ
ス
の
よ
う
に
、
島
が
誕
生

し
て
一
度
も
陸
続
き
に
な
っ
た
こ

と
が
無
く
、
独
自
に
進
化
し
た
動

植
物
は
固
有
種
の
宝
庫
で
、
今
で

も
進
化
の
途
上
に
あ
る
の
で
す
。

し
か
し
外
来
種
へ
の
抵
抗
力
は
弱

く
、
人
間
が
持
ち
込
ん
だ
様
々
な

外
来
動
植
物
が
大
切
な
自
然
を
攪

乱
し
て
い
ま
す
。
野
生
化
し
た
猫

に
よ
る
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト

等
の
捕
食
、
野
ヤ
ギ
に
よ
る
植
生

破
壊
、
ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
食
害
は
、

植
物
は
も
ち
ろ
ん
海
鳥
の
卵
や
ヒ

ナ
に
ま
で
犠
牲
が
及
び
ま
す
。
か

つ
て
島
の
哺
乳
類
と
言
え
ば
、
オ

オ
コ
ウ
モ
リ
だ
け
で
し
た
。
グ
リ

ー
ン
ア
ノ
ー
ル
と
い
う
爬
虫
類
が

昆
虫
類
を
激
減
さ
せ
ま
し
た
。
世

界
で
も
貴
重
な
小
笠
原
固
有
の
動

植
物
が
次
々
に
絶
滅
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
小
笠
原
の
自
然
を
守
る
と
言

う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
外
来
種
と
の

戦
い
で
も
あ
り
ま
す
、
残
さ
れ
た

自
然
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
、

人
々
と
共
生
し
て
ゆ
く
た
め
、
い

ま
、
大
変
な
努
力
が
払
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

小
笠
原
に
は
、
一
週
間
に
一
度

「
お
が
さ
わ
ら
丸
」
が
入
港
す
る
の

み
で
、
東
京
か
ら
25
時
間
半
で
す
。

途
中
の
船
内
で
1
泊
、
島
に
上
陸

し
て
か
ら
原
則
と
し
て
３
泊
、
帰

路
の
船
で
１
泊
、
こ
れ
は
、
い
ま

訪
問
で
き
る
最
短
時
間
、〝 

近
く
て

遠
い
島
〞 

な
の
で
す
。
生
活
カ
レ
ン

ダ
ー
は
船
の
入
港
か
ら
出
港
の
日

程
に
左
右
さ
れ
、
生
活
の
基
本
で

す
。
入
港
日
は
２
軒
の
ス
ー
パ
ー

は
混
み
合
い
、
生
鮮
食
品
は
３
日

で
無
く
な
り
、
賞
味
期
限
切
れ
は

常
識
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
は
１
ℓ
２

０
０
円
く
ら
い
、
新
聞
は
１
週
間

分
ま
と
め
て
１
，
２
０
０
円
で
す

が
、
誰
も
買
い
ま
せ
ん
。
診
療
所

の
医
師
が
３
人
、
急
患
は
自
衛
隊

の
飛
行
艇
で
、
お
産
は
内
地
で
す
。

道
路
の
信
号
機
は
２
基
、
タ
ク
シ

ー
は
１
台
だ
け
、
物
価
も
高
く
ほ

と
ん
ど
が
定
価
販
売
で
す
。
島
で

の
生
活
も
５
年
、
は
じ
め
は
大
変

驚
き
ま
し
た
が
今
で
は
す
っ
か
り

慣
れ
ま
し
た
。 

つ
づ
く

近
く
て
遠
い
小
笠
原
（
前
）

〜 

自
然
と
生
活
〜

 

２
丁
目　

Ｙ
・
Ｙ

近くて遠い小笠原　（前）～ 自然と生活～
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白
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
主
防
災

会
第
１
回
通
常
総
会
が
、
自
治
会

総
会
と
同
日
開
催
さ
れ
無
事
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
６
月
22
日

に
白
岡
市
長
（
副
市
長
代
理
）
ほ
か
、

地
域
の
学
校
長
、
第
四
消
防
分
団

長
等
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
自
治

会
か
ら
独
立
し
て
新
自
主
防
災
会

と
し
て
発
足
し
て
初
め
て
の
総
会

と
な
り
ま
し
た
。
白
岡
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
自
主
防
災
会
は
、
平
成
８
年

９
月
１
日
白
岡
に
於
い
て
最
初
の

自
主
防
災
会
と
し
て
発
足
し
、
自

治
会
役
員
が
兼
務
の
組
織
と
し
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
の

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
高
齢
化
問
題
・

災
害
時
の
要
援
護
者
の
問
題
等
勘

案
し
、
自
主
防
災
会
の
任
務
に
専

念
で
き
る
体
制
を
作
る
目
的
で
分

離
独
立
し
た
次
第
で
す
。
特
に
災

害
時
要
援
護
者
制
度
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
５
月
に
20
名
か
ら
な
る

検
討
委
員
会
で
も
っ
て
、
検
討
を

開
始
し
、
計
15
回
の
委
員
会
を
開

催
、
平
成
26
年
７
月
に
検
討
委
員

会
よ
り
自
主
防
災
会
に
引
き
継
ぎ

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
災
害
時
要
援
護
者
制

度
の
維
持
管
理
、
防
災
に
関
す
る

自
主
防
災
会
だ
よ
り
の
発
行
、
自

主
防
災
訓
練
の
実
施
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
、
防
災
資
機
材
の
調

達
等
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
皆
様
の

ご
意
見
を
参
考
に
、
安
心
・
安
全

な
街
づ
く
り
に
一
層
努
力
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
、
１
月
24
日
と
25
日
の

二
日
間
、「
大
人
と
子
ど
も
の
趣
味

の
作
品
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
人
展
・
子
ど
も
展
と
も
に
た
く

さ
ん
の
力
作
が
出
品
さ
れ
、
２
０

０
人
近
く
の
方
々
が
会
場
に
足
を

運
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

　

ノ
ー
ス
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た

「
大
人
の
作
品
展
」
に
は
、
油
絵
や

水
彩
画
、
写
真
、
書
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
そ
ろ

い
ま
し
た
。
趣
味
と
は
思
え
な
い

素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

そ
の
美
し
さ
、
緻
密
さ
に
見
と
れ
、

圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
、「
子
ど

も
の
作
品
展
」
が
開
催
さ
れ
、
習

字
や
書
き
初
め
、
水
彩
画
な
ど
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
か
ら
は
、
子
ど
も
の
思
い
や

努
力
が
感
じ
ら
れ
、
見
る
人
に
元

気
を
与
え
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、

「
手
作
り
体
験
」
も
、
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
、
ビ
ー

ズ
を
連
ね
て
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ

た
り
、
家
族
や
友
達
へ
の
思
い
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
綴
っ
た
り

と
、
笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
木
村
様
に
よ
る
連
鶴
作
り

に
は
、
大
人
も
挑
戦
し
、
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
た
く
さ
ん
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の

作
品
展
が
さ
ら
に
発
展
し
て
い
け

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

趣
味
の
作
品
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
事
業
部　

副
部
長　
　

山
崎　

達
史

第１回自主防災会通常総会を終えて・趣味の作品展

第
１
回
自
主
防
災
会
通
常
総
会
を

終
え
て

第
１
回
自
主
防
災
会
通
常
総
会
を

終
え
て

自
主
防
災
会　

副
会
長　

田
端　

勇
治
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紙面の都合ですべての作品を掲載できずごめんなさい

大人の作品

子どもの作品と
手作り体験

趣味の作品展
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白
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
電
波

障
害
地
域
で
し
た
の
で
、
独
自
の

有
線
放
送
設
備
を
施
行
し
、
各
家

庭
で
の
テ
レ
ビ
放
送
受
信
を
可
能

に
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

設
置
当
初
か
ら
保
守
管
理
を
委
託

し
て
き
た
テ
レ
コ
ム
通
信
工
業

（
株
）
が
経
営
縮
小
と
な
り
、
今
後

の
保
守
工
事
に
支
障
が
起
き
る
事

が
わ
か
り
ま
し
た
の
で
、
別
会
社

を
さ
が
す
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
昨
年
５
月
の
上
旬
に
（
株
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

ア
イ
テ
ッ
ク
様
と
、
下
旬

に
（
株
）
フ
ォ
ー
バ
ル
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
様
と
、
現
在
の
状
況
な
ら
び

に
過
去
の
状
況
な
ど
説
明
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
二
社
共
に
二
回

以
上
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た

が
進
展
が
み
ら
れ
ず
、
そ
の
後
テ

レ
コ
ム
通
信
工
業（
株
）の
紹
介
で
、

９ 

月
の
下
旬
に
（
株
）
ア
イ
・
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
打
ち
合
わ
せ
を
し

た
と
こ
ろ
、
当
自
治
会
の
条
件
提

示
に
対
し
合
意
に
達
し
、
さ
る
３

月
26
日
に
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

　

後
日
、
同
社
社
長
の
経
歴
を
お

尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
当
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
開
発
当
時
、
テ
レ
コ
ム
通
信

工
業
（
株
）
の
社
員
で
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
工
事
に
参
加
し
て
い
た
事

が
わ
か
り
、
心
強
く
感
じ
た
次
第

で
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
予
定
し
て
い
ま

し
た
老
朽
化
に
伴
う
中
継
器
・
電

源
設
備
の
取
替
工
事
は
、
5
月
末

ま
で
に
は
新
会
社
に
引
き
つ
が
れ

実
施
完
了
で
す
。
日
頃
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
工
事
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

編
集
後
記

　

初
夏
号
よ
り
編
集
担
当
者
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
。
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

通
常
総
会
で
は
、
活
発
な
質

問
、
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
会
員

の
方
々
の
こ
の
街
に
対
す
る
思

い
入
れ
の
深
さ
を
感
じ
、
心
強

く
思
い
ま
し
た
。
入
居
一
期
生

の
住
人
と
し
て
、
こ
の
街
の
発

展
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
今
後
自
治

会
活
動
も
様
々
な
課
題
に
直
面

し
ま
す
が
、
皆
で
知
恵
を
絞
り
、

す
ば
ら
し
い
仲
間
と
と
も
に
乗

り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

各
部
各
班
と
も
、
今
年
度
の

行
事
に
向
け
て
、
始
動
し
て
い

ま
す
。
是
非
、
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
甘
）

有線放送設備保守点検会社変更について

　

中継器・電源設備の取替工事

  
有
線
放
送
設
備
保
守
点
検
会
社

  
変
更
に
つ
い
て　
　
　
　
　

副
会
長　
　
　

村
尾　

斉
一
郎

２
０
１
５
年 

初
夏
号　

 

２
０
１
５
年
６
月
１
日
発
行　
（
年
３
回
発
行
）
発
行
・
白
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会　

制
作
・
広
報
部
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